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「
不
倫
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
で
、
長
期

に
わ
た
っ
て
試
合
出
場
を
自
粛
し
て
い

た
ゴ
ル
フ
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
、
久
し
ぶ
り
に
公
式
戦
に
顔
を

出
し
ま
し
た
。
復
活
優
勝
と
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
４
位
に
入
り
貫
録
を

示
し
ま
し
た
。

日
本
で
「
や
ん
ち
ゃ
な
」
横
綱
の
品

格
が
問
題
と
な
り
、
引
退
に
追
い
込
ま

れ
た
と
き
、
「
日
本
の
相
撲
社
会
の
古

い
体
質
」
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

の
品
格
に
対
し
て
、
世
論
の
風
当
た
り

は
中
々
、
き
つ
い
よ
う
で
す
。

中
国
「
三
国
志
」
の
主
要
人
物
、
曹

允
だ
｝
こ
い

こ
れ

操
は
、
「
唯
才
あ
ら
ば
、
是
を
挙
げ
よ
」

と
い
う
こ
と
ば
を
残
し
ま
し
た
。
「
乱

、
ノ
ミ
〆
、
］
ゾ
ミ
ノ
§
ず
、
〃
、
ｆ
、
く
く
グ
Ｎ
ジ
、
ゾ
、
く
く
く
〆
、
〆
。
、
ノ
ミ
１
ｒ
、
ｒ
、
／
、
ｊ
ｒ
ｊ
ｑ
、
ノ
ミ
〃
ｆ
Ｊ
ｑ
ｊ
Ｌ
ｊ
ｒ
、
β
、
〃
山
、
ｒ
、
〆
、
ノ
Ｌ
Ｊ
ｒ
、
ｆ
、
ノ
ｋ
Ｊ
ｒ
、
田
。
、
グ
ミ
／
Ｎ
ノ
Ｌ
／
、
グ
ミ
ｒ
、
〃
Ｌ
Ｐ
ｈ
７
ｈ
く
く
げ
Ｌ
ノ
、
グ
ミ
ノ
く
げ
、
ｒ
Ｎ
ｆ
、
ｒ
、
く
‐
く
〃
、
ノ
、
●
〆
、
／
、
ノ
、
／
、
／
、
〃
、
●
ｊ
ｆ
ｊ

会
社
の
体

１
１
１

私
蟻
濯
腫
闇
題
議
慧
繊
員
巻
処
分

世
」
と
い
う
条
件
つ
き
で
す
が
、
才
能

さ
え
あ
れ
ば
、
品
行
に
多
少
問
題
が
あ
っ

て
も
、
適
材
適
所
に
抜
擢
す
る
べ
き
だ

と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
論
法
か
ら
い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
は
、
「
強
け
れ
ば
（
才
能
が
あ
れ

ば
）
そ
れ
で
よ
い
」
と
い
う
考
え
方
も

成
り
立
ち
ま
す
。

企
業
内
で
も
、
パ
リ
バ
リ
の
仕
事
の

や
り
手
が
私
生
活
上
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
と
き
、
処
分
す
べ
き
か
否
か
、

難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

企
業
が
、
私
生
活
上
の
非
行
を
理
由

と
し
て
懲
戒
を
科
す
こ
と
は
、
原
則
と

し
て
可
能
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
「
事
業
活
動
に
直
接
関
連
を
有
す

前
提
条
件
に

１
１

れ
ま
す
。

芸
術
家
が
退
廃
的
生
活
に
堕
し
て
も
、

概
し
て
世
間
の
目
は
同
情
的
で
す
。
し

か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
は
健
全
な
イ
メ
ー
ジ
が
求
め
ら
れ
、

そ
れ
に
反
し
た
行
動
を
取
る
の
は
「
業

界
の
社
会
的
評
価
の
毅
損
を
も
た
ら
す
‐
｜

と
判
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ら
、
な
お

さ
ら
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

か
、
本
人
の
企
業
内
の
地
位
、
マ

さ
れ
て
い
ま
す
。

殴
損
を
も
た

ミ
報
道
の
有
無
等
を
考
慮
し
て
決
定
さ

な
る
」
（
菅
野
和
夫
「
労
働
法
」

る
も
の
お
よ
び
企
業
の
社
会
的
評
価
の

懲
戒
の
可
否
は
、

2010

邸
白
湯
ど’
好
ｊ

］

邸
白
湯
ど’
好
ｊ

］

翻
彦

延
搦
雫
ｆ
‐
苔
、

艫
：
。
》
ｘ

Ｕ
□
胡
５

３
■
７
㎡

ら
す
も
の
の
み
が
対
象
と

く
く
く

非
行
の
程
度
の
ほ

と
解

ス
コ



(2)

ライン職とスタッフ職

多
く
の
企
業
で
課
付
課
長
と
い
っ
た

肩
書
を
用
い
た
の
は
、
主
と
し
て
ポ
ス

ト
不
足
に
対
応
す
る
の
が
目
的
で
し
た
。

課
付
課
長
の
位
置
づ
け
が
不
明
確
な

た
め
、
本
人
が
ラ
イ
ン
の
課
長
同
様
に

部
下
の
仕
事
に
口
出
し
を
し
て
、
命
令

系
統
が
乱
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

柱
々
に
し
て
、
新
進
気
鋭
の
ラ
イ
ン

課
長
よ
り
、
課
付
課
長
の
方
が
年
上
で
、

若
手
課
長
が
速
噸
す
る
結
果
、
混
乱
が

倍
加
す
る
と
い
う
現
象
も
み
ら
れ
ま
し

た
（
当
時
は
、
ま
だ
ま
だ
年
功
を
尊
重

す
る
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
ま
し
た
）
。

ラ
イ
ン
。
ス
タ
ッ
フ
区
分
の
明
確
化

は
、
企
業
内
の
秩
序
維
持
の
た
め
、
避

賃
一
塵
麗
慶

｜

｣|；

翻
っ
て
得
す
る

蕊（酢

蕪守FY$

ｆ

ｎＬ－▲

『

ひ
と
口
に
管
理
職
と
い
っ
て
も
、
ラ
イ

ン
と
ス
タ
ッ
フ
の
２
系
統
（
ま
た
は
専
門

職
を
加
え
３
系
統
）
に
分
け
る
の
が
一
般

的
で
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
ラ
イ
ン

の
長
も
プ
レ
ー
イ
ン
グ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
専
門
知
識
・
技
能
を
発
揮
す
る
必

要
性
が
増
え
て
い
ま
す
。
管
理
職
手
当
も

多
段
階
設
定
す
る
な
ど
、
ひ
と
エ
夫
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
部

下
は
持
た
な
い
け
れ
ど
、
｜
股
社
員
と

異
な
る
高
度
な
仕
馴
を
専
門
的
に
処
理

す
る
従
業
員
グ
ル
ー
プ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
「
ス
タ
ッ
フ
職
」
が
そ
の
名
に

恥
じ
な
い
活
躍
を
期
待
さ
れ
る
時
代
が

到
来
し
た
の
で
す
。

け
て
通
れ
な
い
道
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
種
が
急

増
し
、
仕
事
の
内
容
も
複
雑
さ
の
度
を

１
管
理
と
技
術
の
両
方
要
求

手
当
多
段
階
化
で
対
応
を

し
か
し
、
そ
の
後
、
ま
た
逆
の
動
き

が
現
れ
ま
す
。
岐
近
で
は
職
務
内
容
の

高
度
化
に
伴
い
、
ラ
イ
ン
の
管
理
職
に

も
、
管
理
一
本
や
り
で
な
く
、
専
門
性

を
求
め
る
方
向
で
変
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
陣
地
の
後
ろ
の
方
で
采
配
を
振
る

う
だ
け
で
な
く
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
、

旧
労
働
省
の
解
釈
例
規
（
昭
㈹
。
３
．

皿
基
発
第
刷
号
）
で
も
、
｜
‐
法
制
定
当

時
に
は
、
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
い

わ
ゆ
る
ス
タ
ッ
フ
職
が
本
社
部
門
に
多

く
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
ス
タ
ッ

フ
の
処
遇
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
管
理

監
督
者
に
含
め
て
取
り
扱
う
の
が
妥
当

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

「
管
理
能
力
が
な
い
か
ら
課
付
課
長

の
肩
書
を
与
え
る
」
と
い
う
段
階
か
ら
、

「
専
門
（
熟
練
）
能
力
が
あ
る
か
ら
ス

タ
ッ
フ
職
と
し
て
処
遇
す
る
」
と
い
う

段
階
に
進
化
し
た
の
で
す
。

…
…

組
織
を
引
っ
張
る
力
も
必
要
と
み
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

高
度
技
能
。
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る

職
場
で
は
、
上
司
・
部
下
の
間
で
こ
ん

な
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

上
司
「
専
門
用
語
を
使
わ
ず
、
話
の
核

心
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
」

部
下
「
一
般
の
言
葉
で
分
か
り
や
す
く

と
い
っ
て
貧
限
度
が
あ
り
ま
す
よ
…
」

上
司
「
説
明
の
う
ま
い
下
手
も
、
能
力

の
う
ち
だ
ぞ
」

部
下
「
技
術
的
な
話
で
す
か
ら
ね
え
…

（
聞
き
手
の
理
解
力
の
問
題
だ
よ
）
」

こ
れ
で
は
、
部
下
か
ら
バ
カ
に
さ
れ

て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

上
司
も
、
プ
レ
ー
イ
ン
グ
。
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
大
き
な
仕
事
を
自
分

の
専
門
能
力
で
処
理
し
て
こ
そ
、
初
め

て
部
下
の
尊
敬
を
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
逆
の
意
味
で
、
ラ
イ
ン
と

ス
タ
ッ
フ
の
区
分
が
再
び
あ
い
ま
い
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
役
職
手
当
も
、

ラ
イ
ン
課
長
い
く
ら
、
ス
タ
ッ
フ
課
長

い
く
ら
と
い
っ
た
単
純
な
金
額
設
定
で

な
く
、
段
階
を
増
や
す
等
の
対
応
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
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景
気
の
足
元
が
不
安
定
な
な
か
、
平

成
羽
年
４
月
１
Ⅱ
か
ら
は
改
正
労
基
法

が
施
行
さ
れ
、
割
増
賃
金
の
引
き
上
げ

も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
（
中
小
は
一
部

適
用
猶
予
）
。
割
増
賃
金
の
コ
ス
ト
・

ア
ッ
プ
は
避
け
た
い
け
れ
ど
、
稼
働
率

は
下
げ
た
く
な
い
の
が
、
企
業
の
本
音

で
し
ょ
う
。

本
事
件
の
被
告
は
自
動
市
運
送
会
社

で
す
が
、
業
界
内
外
の
逆
風
状
況
を
踏

割
増
の
算
定
基
礎
に
含
む

労
使
協
定
の
効
力
を
否
定

嚥蘂袰電趣讓蕊艤溌！鴬
霞
砿
鶴
懲
讃
欝

労
使
が
合
意
し
た
と
し
て
も
労
基

法
に
反
す
る
賃
金
の
計
算
方
法
は

認
め
ら
れ
な
い
と
判
示
し
ま
し
た
。

割
増
賃
金
を
減
ら
す
方
法
は
、
時
間
外
労
働
そ
の
も
の
を
減
ら
す
か
、

割
増
の
計
算
方
法
を
変
更
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
に
絞
ら
れ
ま
す
。
本
事

件
で
、
会
社
は
、
労
働
組
合
と
協
定
を
締
結
し
た
う
え
で
、
皆
勤
手
当
、

住
宅
手
当
等
を
算
定
基
礎
か
ら
除
外
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、

鐸
懸
畿
馨
緯
樗
鍔
露
露
鑿
一
線
麩
一
議
籍
譲
辮
蕊
懸
鐸
蓬
織
塗
一
瀞

ま
え
、
労
働
組
合
と
協
定
を
結
び
、

「
手
当
（
住
宅
手
当
、
皆
勤
手
当
、
無

事
故
手
当
）
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
時

間
外
手
当
の
単
価
計
算
の
算
定
基
礎
か

ら
外
す
」
制
度
改
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

経
営
首
脳
の
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま

す
が
、
い
さ
さ
か
無
茶
な
対
応
と
い
う

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

「
労
基
法
で
定
め
る
基
準
に
達
し
な
い

労
働
条
件
は
、
無
効
と
す
る
。
無
効
と

東

Ｙ
海
運
事
件

京

地
方
裁
判
所

（
平
幻
・
３
・
ロ
判
決
）

OＸ ・
鱒
・
蕊
・
・
・
》
柞
一
鱗
鍼
匙
・
艀
翼
・
“
鐸
蔀
撃
・

灘
艤
』
熱

窺
，
鐸
／
・
』
聾
鋺
・
串
．
》
瀝
年
？
》
へ
藷
・
識
へ

-－－－－タヱダクタシタニータァダグタタタタヴアエＰグタケタグタア

な
っ
た
部
分
は
、
こ
の
法
律
で
定
め
る

基
準
に
よ
る
」
（
労
基
法
第
咀
条
）
と

規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

労
基
法
で
は
、
割
増
賃
金
の
算
定
基

礎
か
ら
除
外
で
き
る
賃
金
項
目
を
、

「
限
定
列
挙
」
し
て
い
ま
す
（
労
基
則

第
皿
条
）
。

①
家
族
手
当

②
通
勤
手
当

③
別
居
手
当

④
子
女
教
育
手
当

⑤
住
宅
手
当

⑥
臨
時
に
支
払
わ
れ
た
賃
金

⑦
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払

わ
れ
る
賃
金

こ
れ
に
照
ら
す
と
、
ま
ず
皆
勤
手
当
・

無
事
故
手
当
は
、
①
か
ら
⑦
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
の
で
、
除
外
は
ム
リ

と
い
う
結
論
に
な
り
ま
す
。
会
社
は
、

⑦
に
当
て
は
ま
る
と
み
せ
か
け
る
た
め

に
、
２
か
月
ご
と
に
支
払
う
賃
金
項
目

へ
の
変
更
を
も
く
ろ
み
ま
し
た
が
、
労

篝添？榊憲一擁離職
》「灘“
懸
蔭
一
議
涛
震

基
署
か
ら
是
正
勧
告
を
受
け
て
、
改
正

を
撤
回
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
住
宅
手
当
で
す
が
、
⑤
で
い

う
手
当
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

行
政
解
釈
で
基
準
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

（
平
ｎ
．
３
．
ｍ
基
発
第
１
７
０
号
）
。

「
住
宅
に
要
す
る
費
用
に
応
じ
て
算
定

す
る
手
当
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
費
用

に
定
率
を
乗
じ
た
額
と
す
る
こ
と
や
、

費
用
を
段
階
的
に
区
分
し
費
用
が
増
え

る
に
し
た
が
っ
て
額
を
多
く
す
る
こ
と

を
い
う
」
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
裁

判
所
は
、
「
従
業
員
の
支
出
し
て
い
る

額
に
よ
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
算
定
基

礎
か
ら
外
す
行
為
は
労
基
法
に
違
反
す

る
」
と
断
じ
ま
し
た
。
会
社
に
と
っ
て
、

最
後
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
、
労
組
と
の
合

意
を
経
た
改
定
で
あ
る
と
い
う
点
で
す

が
、
法
に
反
す
る
労
使
協
定
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
無
効
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
、
割
増
賃
金
の
計
算
方
法
を
変

更
す
る
予
定
の
な
い
会
社
で
も
、
改
正

労
基
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、
も
う
一
度
、

法
に
適
合
す
る
形
で
処
理
さ
れ
て
い
る

か
、
自
己
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
い
え
ま

す
。

東
京
地
方
裁

半
所

（
平
幻
・
３
・
ロ
判
決
）

Ｙ
海
運
事
件



(4)

労働力調査

平
成
別
年
末
の
国
際
的
な
経
済
危
機

は
、
製
造
業
を
直
撃
し
ま
し
た
。
産
業

別
に
み
る
と
、
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
の
大

き
さ
に
は
極
端
な
落
差
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
が
、
産
業
別
就
業
者
。
雇
用

者
の
推
移
に
明
確
に
現
れ
て
い
ま
す

（
表
１
）
。

就
業
者
の
う
ち
「
雇
用
者
」
数
の
増

減
（
平
成
虹
年
）
を
み
る
と
、
製
造
業

が
マ
イ
ナ
ス
腿
万
人
、
サ
ー
ビ
ス
業

（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）
が
マ
イ

ナ
ス
羽
万
人
で
突
出
し
て
い
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
業
（
同
）
の
う
ち
、
職
業
紹
介
。

労
働
者
派
遣
業
の
占
め
る
内
数
が
マ
イ

ナ
ス
坦
万
人
で
す
か
ら
、
要
す
る
に
、

製
造
業
関
連
の
職
場
で
、
直
接
雇
爪
と 経
済
指
標
の
中
に
は
、
好
転
の
兆
し
を
み
せ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
わ
が
国
の
雇
用
市
場
で
は
大

量
一
の
職
場
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
別
年
の
雇

用
者
総
数
は
前
年
比
“
万
人
減
少
し
、
下
げ
幅

は
過
去
最
大
で
し
た
。
総
務
省
の
「
労
働
力
調

査
・
速
報
」
を
墓
に
、
苦
難
の
１
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

加
年
肥
万
人
増
、
同
虹
年
泌
万
人
増
と

数
字
を
上
積
み
し
て
い
る
産
業
も
存
在

し
ま
す
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
、
増
加
傾
向

の
産
業
よ
り
減
少
傾
向
の
産
業
が
多
く
、

雇
用
者
の
総
数
は
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
ま
し
た
。
年
齢
階
級
別
の
雇
用
者

間
接
雇
用
の
両
方
の
労
働
力
が
削
減
対

象
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

｜
方
、
医
療
・
福
祉
の
よ
う
に
平
成

製
造
業
で
大
幅
な
雇
用
減

若
年
層
の
縮
小
目
立
つ

な
い
か
」
と
声
一
局
に
主
張
さ
れ
る
方
が

お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、

景
気
の
良
い
と
き
な
ら
、
若
年
者
と
高

齢
者
の
両
方
で
大
量
の
雇
用
を
吸
収
で

き
ま
す
。
逆
風
下
で
は
、
「
片
方
だ
け
」

と
い
う
究
極
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

総
数
を
み
る
と
、
平
成
皿
年
は
５
４
６

０
万
人
で
、
前
年
比
“
万
人
減
少
し
て

い
ま
す
（
表
２
）
。

階
級
別
に
み
て
、
も
っ
と
も
落
ち
込

み
が
大
き
い
の
は
妬
～
弘
歳
層
で
前
年

比
虹
万
人
の
ダ
ウ
ン
。
｜
方
、
帥
～
“

歳
層
で
四
万
人
増
に
な
る
な
ど
、
実
数

が
増
加
し
て
い
る
年
齢
階
級
も
存
在
し

ま
す
。

経
営
者
の
中
に
は
、
「
そ
れ
み
た
こ

と
か
。
㈹
歳
代
前
半
の
高
齢
者
層
の
雇

用
を
法
的
に
強
制
す
る
か
ら
、
そ
の
し

わ
寄
せ
が
若
年
層
に
及
ん
で
い
る
じ
ゃ

し
か
し
、
年
齢
階
級
別
完
全
失
業
者

の
推
移
を
た
ど
れ
ば
、
必
ず
し
も
高
齢

者
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

状
況
が
み
て
と
れ
ま
す
（
表
３
）
。
年

齢
階
級
別
の
就
業
率
も
同
様
の
傾
向
を

示
し
て
い
て
、
経
営
者
層
が
ど
こ
か
の

年
齢
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
集
中
的
に

人
員
削
減
策
を
講
じ
て
い
る
と
も
思
わ

れ
ま
せ
ん
。

高
齢
者
に
関
し
て
は
、
団
塊
の
世
代

が
釦
～
倒
歳
層
の
中
核
を
占
め
る
間
は

母
数
の
増
加
が
雇
用
者
総
数
を
押
し
上

げ
ま
す
が
、
雇
用
率
の
明
白
な
上
昇
を

引
き
起
こ
す
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

若
年
者
に
つ
い
て
は
、
働
き
口
も
大

幅
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、
若
年
者
の
数

そ
の
も
の
も
減
っ
て
い
る
の
で
、
「
縮

小
均
衡
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
も

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
別
～
皿
年

度
は
、
新
卒
者
の
採
用
率
低
下
が
著
し

い
の
で
、
ち
ょ
う
ど
卒
業
年
度
を
迎
え

る
若
年
者
が
苦
境
に
直
面
し
て
い
る
の

は
確
か
で
す
。

平
成
皿
年
後
半
に
か
け
て
、
雇
用
市

場
に
活
気
が
戻
り
、
失
業
率
が
低
下
す

る
の
を
期
待
す
る
ば
か
り
で
す
。
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表１．産業別就業者・雇用者の推移 (万人）

就業者 うち雇用者

実数 対前年増減 実数 対前年増減

平成 1９ 210 2１ Ⅸ０ 2１ 1Ｇ 2０２１ nm 2１
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表２．年齢階級別雇用者の推移 (万人）

総数１５～64歳１５～24歳２５～34歳 65歳以上
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鱒 実務相談

社
内
禁
煙
・
分
煙
は
時
代
の
す
う
勢

で
、
厚
生
労
働
省
の
「
平
成
ｎ
年
労
働

者
健
康
状
況
調
盃
」
に
よ
る
と
、
喫
煙

コ
ー
ナ
ー
を
設
祇
し
て
い
る
駆
業
場
は

全
体
の
卯
。
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
職
場
に
お
け
る
喫
煙
対
策
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
喧
・
５
．
９
基

発
第
０
５
０
９
０
０
１
号
）
の
見
直
し

等
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

｜
：
》
那
社
で
は
、
遅
ま
き
な
が

｛
、
一
ら
社
内
分
煙
を
実
施
し
、
螂

務
所
の
一
角
に
喫
蠅
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
社

員
に
は
好
評
で
す
が
、
な
か
に
は

「
喫
煙
を
口
実
に
、
専
用
コ
ー
ナ
ー

喫
煙
コ
ー
ナ
ー
に
い
る
時
間

を
休
憩
と
み
な
し
て
賃
金
カ
ッ

ト
で
き
な
い
か
？

実
務
的
に
は
困
難
が
山
積

従
業
員
が
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
に
た
む
ろ

し
、
と
き
に
は
談
笑
を
楽
し
ん
で
い
る

光
餓
を
み
る
と
、
経
営
者
・
横
理
職
と

し
て
心
中
、
穏
や
か
ざ
る
も
の
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
だ
ら
だ
ら
と
仕
歌
し
た
結

果
、
残
業
時
間
が
増
え
る
と
す
れ
ば
、

な
お
さ
ら
で
す
。

し
か
し
、
働
い
て
い
な
い
か
ら
、
単

純
に
休
憩
扱
い
で
き
る
か
と
い
え
ば
、

で
時
間
を
潰
し
て
い
る
だ
け
」
の
祉

員
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
休
憩
と
み

な
し
、
賃
金
カ
ッ
ト
を
実
施
す
べ
き

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
法
的

に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

労務の不提供

そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
休
憩
に

関
し
て
は
、
「
労
働
時
間
が
６
時
間
を

超
え
る
場
合
は
妬
分
、
８
時
間
を
超
え

る
場
合
は
１
時
間
以
上
」
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
（
労
基
法
第
拠
条
）
が
、
分

割
に
つ
い
て
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
「
休
憩
時
間
と
は
単
に
作
業
に

従
事
し
な
い
手
待
ち
時
間
を
含
ま
ず
、

労
働
者
が
権
利
と
し
て
労
働
か
ら
離
れ

る
こ
と
を
保
障
さ
れ
て
い
る
時
間
の
意

で
あ
る
」
（
昭
型
・
９
．
咀
発
基
第
Ⅳ

号
）
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
時
間
を
休
憩
扱
い
す
る
た
め
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
休
憩
の
与
え
方
」

を
き
ち
ん
と
定
め
、
そ
の
時
間
中
は

「
基
本
的
に
は
、
仕
事
の
指
示
を
出
さ

な
い
」
と
い
う
形
で
運
用
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
二
斉
付
写
の
原
則
が
適
川

さ
れ
る
業
種
で
は
、
そ
の
点
に
も
配
慮

が
必
要
）
。
必
然
的
に
、
午
前
。
午
後

に
１
Ｍ
ず
つ
、
５
分
の
休
憩
（
非
喫
煙

者
も
同
時
に
休
む
）
を
取
る
と
い
っ
た

規
定
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
は
現
実
的
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
ヘ
ビ
ー
・
ス
モ
ー
カ
ー
た

ち
は
、
も
っ
と
自
由
に
喫
煙
タ
イ
ム
を

取
れ
る
よ
う
求
め
る
は
ず
で
す
。
「
そ

れ
が
ダ
メ
な
ら
、
ひ
と
思
い
に
全
面
禁

煙
に
し
て
く
れ
」
な
ど
と
、
開
き
直
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

休
憩
扱
い
が
ム
リ
と
す
れ
ば
、
労
働

時
間
扱
い
す
る
ほ
か
な
い
か
と
い
え
ば
、

法
的
に
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ノ
ー

ワ
ー
ク
。
ノ
ー
ペ
イ
の
原
則
に
基
づ
き
、

私
川
外
出
な
ど
と
同
様
に
誘
不
就
労
時

間
に
対
応
す
る
賃
金
を
カ
ッ
ト
す
る
の

は
可
能
で
す
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
細
切
れ
の
喫
煙

タ
イ
ム
を
誰
が
把
握
す
る
か
と
い
う
問

題
が
残
り
ま
す
。
チ
ェ
ス
の
試
合
で
使

う
よ
う
な
時
計
を
用
意
す
る
の
も
、
大

人
な
げ
な
い
対
応
で
す
。

ひ
る
が
え
っ
て
考
え
る
と
、
分
煙
美

姫
肌
は
、
各
月
が
自
分
の
デ
ス
ク
に
座
っ

て
、
適
宜
、
喫
煙
タ
イ
ム
を
取
っ
て
い

た
わ
け
で
す
。
そ
ち
ら
は
労
働
時
間
で
、

席
を
立
て
ば
不
就
労
時
間
と
い
う
の
は
、

諭
耶
が
一
風
し
ま
せ
ん
。
結
局
、
「
分

煙
コ
ー
ナ
ー
の
節
度
あ
る
利
用
」
を
経

営
ト
ッ
プ
が
呼
び
掛
け
、
管
理
職
が
厳

正
に
取
り
締
ま
る
の
が
一
番
効
果
的
な

対
応
と
い
え
そ
う
で
す
。
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灘実務相談

退
職
し
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資

格
を
喪
失
し
た
場
合
、
選
択
肢
が
２
種

類
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
国
民
健
雄
保
険

の
被
保
険
者
に
な
る
こ
と
で
す
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
継
続
し
て
２
カ
月
以
上
被

保
険
者
期
間
が
あ
る
こ
と
が
条
件
に
な

り
ま
す
が
、
申
請
に
よ
り
任
意
継
続
被

保
険
者
（
健
保
法
第
３
条
第
４
項
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
先
は
、

協
会
け
ん
ぽ
の
場
合
、
全
国
健
康
保
険

協
会
都
道
府
県
支
部
で
す
。

；
…
…
退
職
時
に
、
健
康
保
険
の

、
任
意
継
続
被
保
険
者
の
手
続

き
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
女
性
社
員
が

い
ま
す
。
先
日
、
彼
女
か
ら
電
話
が

退
職
し
て
健
保
の
任
意
継
続

選
択
し
た
女
性
が
結
婚
し
た

が
被
扶
養
者
に
転
換
？

結
婚
の
事
実
だ
け
で
は
ム
リ

任
意
継
続
被
保
険
者
の
場
合
、
保
険

料
は
全
額
被
保
険
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

結
蛎
し
て
、
大
の
被
扶
養
者
と
な
れ
ば
、

保
険
料
を
納
め
ず
に
済
み
ま
す
。
そ
こ

で
、
ご
街
問
に
あ
る
よ
う
に
「
身
分
の

切
替
」
の
話
が
出
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
任
意
継
続
被
保
険
者
の
査

格
喪
失
事
由
は
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
（
健
保
法
第
犯
条
）
。

①
任
意
継
続
被
保
険
者
と
な
っ
て
２
年

を
経
過
し
た
と
き

あ
り
、
「
結
婚
し
た
の
で
、
夫
の
被

扶
養
者
に
切
り
替
え
た
い
」
と
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
手
続

き
が
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

任継の資格喪失

②
保
険
料
（
初
回
除
く
）
を
納
付
期
曰

ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た
と
き

③
被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き

④
船
員
保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
と

一
言

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
等
と

な
っ
た
と
き

喪
失
事
由
に
「
被
扶
養
者
と
な
っ
た

と
き
」
と
い
う
規
定
は
な
く
、
当
然
、

被
扶
養
者
と
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す

る
資
格
喪
失
手
続
き
等
も
定
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

以
内
の
期
間
を
定
め
て
臓
川
さ
れ
る

業
に
雇
用
さ
れ
る
肴

雇
用
さ
れ
る
者
」
の
ほ
か
、
「
加
日

い
い
ま
す
）
に
居
住
し
、
適
用
事

▽
日
雇
労
働
被
保
険
者
△

雁
用
保
険
法
の
定
筏
で
は
、
「
側
々

付
の
区
域
等
（
「
適
川
区
域
」
と

者
」
も
「
日
雇
②
適
用
区
域
外
に
居
住
し
、
適
用
区

労
働
者
」
に
合

域
内
の
適
川
螂
業
に
砿
用
さ
れ
る

該
当
す
る
者
は

る
適
川
事
業
厘
峰
川
さ
れ
る
背

ま
れ
ま
す
。

「
日
雇
労
働
披

け
た
音

雇
用
保
険
の
④
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の
認
可
を
受

こ
の
う
ち
、
次
③
適
川
区
域
外
に
居
住
し
、
適
川
Ⅸ

の
い
ず
れ
か
に

域
外
の
厚
生
労
働
大
臓
の
指
定
す

本
人
が
資
格
喪
失
を
望
む
な
ら
、

「
保
険
料
を
納
付
期
ｎ
ま
で
に
納
付
し

な
か
っ
た
と
き
」
等
の
別
の
要
件
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
納
付
し

な
か
っ
た
と
き
は
、
「
納
付
期
日
の
翌

日
」
に
資
格
喪
失
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
協
会
け
ん
ぽ
の
窓
口
で
は
、
「
保

険
料
を
滞
納
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

は
い
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

資
格
の
喪
失
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
夫

の
会
社
で
被
扶
養
者
屈
を
提
川
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
所
在
す
る
市
町

保
険
隊
」
に
な
り
ま
す
。

圭
臼
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改
正
雇
用
保
険
法
が
平
成
犯
年
３
月

Ⅲ
日
に
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
二
部
は
、
公
布
か

ら
９
カ
月
以
内
施
行
）
。

ま
ず
、
気
に
な
る
の
は
平
成
皿
年
度

の
雇
用
保
険
率
で
す
が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

。
｜
般
の
事
業
…
胆
。
５
／
１
０
０
０

（
事
業
主
９
．
５
、
被
保
険
者
６
）

５
／
１
０
０
０
（
同
ｎ
．
５
，
７
）

ｏ
建
設
の
事
業
…
旧
・
５
／
１
０
０
０

（
同
ｎ
．
５
，
７
）

次
は
二
雇
用
保
険
の
加
入
基
準
の
緩

和
で
す
。
従
来
の
基
準
は
、
「
週
所
定

別
時
間
以
上
、
か
つ
６
カ
月
以
上
雇
用

見
込
み
」
で
し
た
が
、
「
週
所
定
即
時

間
以
上
、
か
つ
皿
日
以
上
一
雇
用
見
込
み
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ー
ト
等
だ
け

で
な
く
、
派
遣
労
働
者
も
同
じ
扱
い
で

す
。「
皿
日
以
上
雇
用
見
込
み
が
あ
る
」

か
否
か
は
、
次
の
基
準
に
従
っ
て
判
断

且
辱
杯
水
産
｛
清
猶
細
琴
造
の
事
業
…
Ⅳ
。

強
制
加
入
の
対
象
を
大
幅
拡
大

改
正
一
雇
用
保
険
法
が
４
月
か
ら
施
行

平
成
躯
年
４
月
か
ら
、
厚
生
年
金
の

在
職
老
齢
年
金
の
計
算
方
法
が
一
部
変

わ
り
ま
し
た
。

㈹
歳
代
前
半
の
老
齢
厚
生
年
金
の
場

合
、
総
報
酬
月
額
相
当
額
（
標
準
報
酬

月
額
十
標
準
賞
与
額
の
皿
分
の
１
）
が

蛆
万
円
（
「
支
給
停
止
調
整
変
更
額
」

と
い
い
ま
す
）
を
超
え
る
か
否
か
で
、

使
用
す
る
計
算
式
が
異
な
っ
て
い
ま
し

し
ま
す
。

「
期
間
の
定
め
が
な
く
雇
用
さ
れ
る

場
合
」
。
歴
用
期
間
が
皿
日
以
上
で
あ

る
場
合
」
に
は
、
当
然
、
前
記
条
件
を

満
た
し
ま
す
。

「
雇
用
期
間
が
、
日
未
満
」
で
あ
っ

て
も
、
次
の
両
方
の
基
準
に
同
時
に
合

致
し
な
い
と
き
は
、
「
、
日
以
上
歴
川

見
込
み
が
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

①
契
約
が
更
新
さ
れ
る
旨
、
ま
た
は
更

新
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
旨
、
明
示
さ

在
職
老
齢
の
計
算
式
見
直
し

ｌ
幻
万
円
を
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に

た
。
こ
の
支
給
停
止
調
整
変
更
額
が
、

平
成
躯
年
４
月
以
降
、
鞭
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
物
価
の
変
動
を
反

映
す
る
措
置
で
す
。
総
報
酬
月
額
相
当

額
が
高
い
被
保
険
者
に
関
し
て
は
、
年

金
の
計
算
が
若
干
不
利
に
な
り
ま
す
。

基
本
月
額
が
犯
万
円
（
「
支
給
停
止

開
始
額
」
と
い
い
ま
す
）
を
超
え
る
か

否
か
等
も
、
年
金
額
に
重
要
な
影
響
を

れ
て
い
な
い
こ
と

②
同
様
条
件
の
雇
用
契
約
の
労
働
者
が

契
約
更
新
に
よ
り
引
曰
以
上
働
い
た

実
績
が
な
い
こ
と

今
年
４
月
１
日
以
降
に
新
た
に
雇
用

さ
れ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
か

ら
勤
め
て
い
る
人
で
も
、
４
月
１
日
時

点
で
「
弧
ｕ
以
上
一
腱
用
見
込
み
」
が
あ

れ
ば
（
か
つ
週
所
定
加
時
間
以
上
）
、

雇
用
保
険
加
入
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

従
来
、
ｕ
雇
労
働
被
保
険
者
は
「
前

２
カ
月
の
各
月
に
岨
日
以
上
同
一
事
業

に
雇
用
さ
れ
た
と
き
」
、
一
般
の
被
保

ま
し
た
。

帥
歳
代
後
半
の
老
齢
厚
生
年
金
の
場

合
、
総
報
酬
月
額
相
当
額
と
年
金
の
雑

木
月
額
（
老
齢
厚
生
年
金
の
み
）
の
合

計
が
蛆
万
円
（
こ
ち
ら
は
「
支
給
停
止

調
整
額
」
と
い
い
ま
す
）
を
超
え
る
と
、

年
金
の
カ
ッ
ト
が
始
ま
る
什
緬
み
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
支
給
停
止
調
整
額

も
灯
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
し
て
は
泌
万
円
で
据
え
置
き
と
な
り

及
ぼ
し
ま
す
が
、
支
給
停
止
開
始
額
に

険
者
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

「
同
一
事
業
に
、
間
以
上
雇
用
さ
れ
た

と
き
」
も
同
様
に
処
理
さ
れ
ま
す
。

改
正
に
よ
り
、
雇
用
保
険
の
資
格
取

得
手
続
が
増
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
手
続
簡
素
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
以

外
で
は
、
労
働
契
約
、
賃
金
台
帳
等
の

書
類
携
行
は
省
略
さ
れ
ま
す
。

①
事
業
主
が
初
め
て
届
を
提
出

②
提
出
期
限
（
翌
月
扣
旦
を
オ
ー
バ
ー

し
て
届
出
提
出

③
法
違
反
事
業
主
等
の
届
出
提
出

④
兼
務
役
員
等
の
届
出
提
出

及
ぼ
し
ま
す
が
、
支
給
停
止
開
始
額
に

関
し
て
は
犯
万
円
で
据
え
置
き
と
な
り

在
職
老
齢
の
計
算
式
見
直
し

ｌ
〃
万
円
を
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に


